
◼ カットフルーツの多くが輸入果実を利用。そこで、カットフルーツ実需者のニーズを聴取し、マッチした新品種、新
系統、およびその省力栽培法、貯蔵法、加工法を開発。国産果実を用いた加工品が多くなることが期待。
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実需者等のニーズに応じた加工適性を持つ果樹品種等の開発

IV． 研究成果概要

◼ カットフルーツなどに適した新品種「あすき」

あすき あすみ せとか

◼引きもぎ収穫などで、 「かんきつ中間母本農6号」を
省力栽培

◼実需者の要求に合う褐変しにくさで、良食味のリンゴ２系統を選抜
（左図の矢印）、赤果肉リンゴの特徴を生かす加工品を試作（下図）

色差10以下が実需者が望む形質


